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１．平成22年３月期第３四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年12月31日）

（１）連結経営成績（累計）

22年3月期第3四半期 （ ） （ ）

21年3月期第3四半期 （ ） （ ）

円 銭 円　 銭

22年3月期第3四半期 （

21年3月期第3四半期 （

（２）連結財政状態

平成22年３月期　第３四半期決算短信
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（％表示は対前年同四半期増減率）
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四半期報告書提出予定日
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8,498 △18.9

556 ）

１　株　当　た　り
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自己資本比率純  資  産

－ 1 －

22年3月期第3四半期

21 年 ３ 月 期

（参考）　自己資本　22年３月期第３四半期　11,857百万円　　21年３月期　11,459百万円

２．配当の状況

21 年 ３ 月 期
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22 年 ３ 月 期
（ 予 想 ）

（注）配当予想の当四半期における修正の有無　　有　・　無

３．平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（％表示は対前期増減率）

通 期 ( ) ( ) ( ) )

（注）連結業績予想値の当四半期における修正の有無　　有　・　無
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第２四半期末

自己資本比率

12  

28  

銭　円　百万円　百万円　

純  資  産

10　　　00　

10　　　00　

－ 1 －－ 1 －



南総通運株式会社（9034） 平成22年３月期　第３四半期決算短信

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　有　・　無

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　有　・　無

　　 （注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　　（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

　　①会計基準等の改正に伴う変更 有　・　無

　　② ①以外の変更 有　・　無

　　 （注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

　　①期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年３月期第３四半期　5,000,000株 21年３月期　5,000,000株

　　②期末自己株式数 22年３月期第３四半期　　  9,912株 21年３月期　　  9,612株

　　③期中平均株式数（四半期連結累計期間）22年３月期第３四半期　4,990,241株 21年３月期第３四半期　4,991,051株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の実績等は、業績の変化等により、上記予想値と異なる場合があります。

－ 2 －－ 2 －－ 2 －
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期におけるわが国の経済は、前期からの世界同時不況による景気低迷、デフレの進展や円高の進行などによる

急速な企業収益の悪化により、実体経済が深刻な打撃を受けております。また、製造業を中心とした生産調整や雇用削減の

流れに歯止めがかからず、経済の先行き不安から民間設備投資や個人消費も低迷し、一部に持ち直しの兆しが見られるもの

　の、依然として景気の先行き不透明感を払拭できない状態で推移しました。

物流業界におきましては、このような経済状況の低迷を背景に、国際貨物輸送量は低調に推移し、景気悪化による企業の

生産調整や設備投資及び個人消費の落ち込みなどから、国内貨物輸送量は引続き大幅な減少傾向となりました。また、原油

価格は再上昇の動きを見せつつあり、激化する企業間競争や顧客のコスト削減による低運賃・低価格化とあいまって、引続

　き厳しい環境でありました。

このような経営環境の下で当社グループは、お客様の立場に立ったより良い物流サービスを提案、提供し、既存顧客との

取引拡大と新規顧客の開拓を積極的に推進するとともに、コスト削減のため輸送の効率化と経費節減にも積極的に取組んで

　まいりました。

しかしながら、景気低迷による既存顧客の物流量減少が大きく影響し、当第３四半期連結累計期間の営業収入は84億9千

8百万円（前年同期比18.9％減）、不動産稼働率の低下等から営業利益は8億7千2百万円（前年同期比21.0％減）、経常利益

　は7億7千1百万円（前年同期比21.2％減）、四半期純利益は4億3千3百万円（前年同期比22.1％減）となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.6％減少し、3,939百万円となりました。これは、その他流動資産が62百万円

減少したことが要因であり、繰延税金資産の減少によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.9％減

少し、21,622百万円となりました。これは有形固定資産が416百万円減少したことが要因であり、減価償却によるものであ

　ります。

　　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて490百万円減少し25,561百万円になりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.3％減少し、5,338百万円となりました。これは、短期借入金が197百万円増加

しましたが、未払法人税等が293百万円減少したこと及び賞与引当金が109百万円減少したことなどによります。固定負債

は、前連結会計年度末に比べて7.2％減少し、8,366百万円となりました。これは長期借入金が672百万円減少したことが要

　因であり、返済によるものであります。

　　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて888百万円減少し13,704百万円になりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.5％増加し、11,857百万円となりました。これは、主に利益剰余金が383百万

　円増加したことなどによります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

業績は、ほぼ予想どおり推移しており、その他に財政状況及び経営成績に重要な影響を与えた事象もないため、平成21年

　５月15日発表の通期連結業績予想について変更はありません。

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 （簡便な会計処理）

　①固定資産の減価償却費の算定方法

　　　固定資産の年度中の取得等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法によっております。
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南総通運株式会社（9034） 平成22年３月期　第３四半期決算短信

　②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっており

　　ます。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に著し

　　い変化がないので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測などを利用する方法によっております。

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更

　・完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準によっており、長期の請負工事については工事進行

基準によっておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より

適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果

の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事について

　　は工事完成基準を適用しております。

　　　これにより、損益に与える影響はありません。
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５．【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位 ： 千円）

金　　額 構成比 金　　額 構成比

％ ％

Ⅰ　流　動　資　産

1. 2,448,212 2,459,228

3. 159,126 221,414

△7,224 △7,195

3,939,803 15.4 4,002,692 15.4 

Ⅱ　固　定　資　産

1.

建 物 及 び 構 築 物 7,148,118 7,433,360

土 地 13,151,390 13,143,253

そ の 他 380,790 520,561

20,680,299 80.9 21,097,175 81.0 

2. 130,463 0.5 153,425 0.6 

3.

投 資 有 価 証 券 191,148 165,919

繰 延 税 金 資 産 444,541 453,598

そ の 他 210,597 228,526

貸 倒 引 当 金 △35,028 △48,795

811,259 3.2 799,249 3.0 

21,622,023 84.6 22,049,849 84.6 

25,561,826 100.0 26,052,542 100.0 

（1）

（2）

固 定 資 産 合 計

（3）

投資その他の資産合計

1,329,2441,339,688

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他

（3）

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

（平成21年３月31日）

（2）

有 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金

（1）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

及 び 営 業 未 収 金

　　　　　　　　　期　　別

　科　　目

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形

2.

（ 資　産　の　部 ）
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（単位 ： 千円）

金　　額 構成比 金　　額 構成比

％ ％

Ⅰ

513,220 454,999

3,037,560 2,839,840

52,256 345,761

69,216 178,746

15,312 21,800

737,706 776,409

5,338,438 20.9 5,580,395 21.4 

Ⅱ

6,877,260 7,549,616

382,718 352,870

218,220 208,184

888,016 902,022

8,366,214 32.7 9,012,693 34.6 

13,704,653 53.6 14,593,089 56.0 

Ⅰ

1. 538,500 2.1 538,500 2.1 

2. 497,585 1.9 497,585 1.9 

3. 10,805,143 42.3 10,421,176 40.0 

4. △8,282 △0.0 △8,138 △0.0

11,832,947 46.3 11,449,124 44.0 

Ⅱ

1. 24,116 0.1 10,219 0.0 

24,116 0.1 10,219 0.0 

Ⅲ 109 0.0 109 0.0 

11,857,173 46.4 11,459,452 44.0 

25,561,826 100.0 26,052,542 100.0 

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

株 主 資 本 合 計

評価・換算差額等

負 債 純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計

少 数 株 主 持 分

純 資 産 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金

負 債 合 計

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

固 定 負 債

長 期 借 入 金

短 期 借 入 金
一 年 内 返 済 予 定

賞 与 引 当 金

6. 役 員 賞 与 引 当 金

2.

4.

3.

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

（ 負　債　の　部 ）

　　　　　　　　　　期　　別

　科　　目

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

（平成21年３月31日）

1.

流 動 負 債

支払手形及び営業未払金

4.

2.

そ の 他

913,167

1.

3.

5.

7.

流 動 負 債 合 計

962,838
長 期 借 入 金

未 払 法 人 税 等

退 職 給 付 引 当 金
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（２）【四半期連結損益計算書】

　　　【第３四半期連結累計期間】

金　　　額 百分比 金　　　額 百分比

％ ％

Ⅰ 10,475,573 100.0 8,498,499 100.0 

Ⅱ 8,893,886 84.9 7,181,722 84.5 

1,581,686 15.1 1,316,776 15.5 

Ⅲ

223,543 218,300

4,940 4,810

16,525 15,312

17,637 18,235

12,455 － 

202,631 187,651

477,732 4.6 444,310 5.2

1,103,954 10.5 872,465 10.3 

Ⅳ

4,340 2,706

8,637 6,537

19,752 17,411

16,058 13,581

48,788 0.5 40,237 0.5

Ⅴ

172,300 140,769

1,402 340

173,703 1.7 141,109 1.7 

979,039 9.3 771,593 9.1 

Ⅵ

－ 598

－ 0.0 598 0.0 

Ⅶ

1,120 － 

5,558 1,236

4,186 － 

10,865 0.0 1,236 0.0 

968,174 9.3 770,955 9.1 

374,301 3.6 269,089 3.2

37,040 0.4 67,993 0.8

411,342 4.0 337,082 4.0

66 0.0 1 0.0 

556,765 5.3 433,871 5.1 四 半 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 、 住 民 税
及 び 事 業 税

そ の 他

法 人 税 等 合 計

固 定 資 産 除 売 却 損

支 払 利 息

経 常 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

特 別 損 失

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 評 価 損

営 業 外 費 用

3.

4.

1.

2.

少 数 株 主 利 益

1.

2.

1.

3.

1.

2.

そ の 他

税 金 等 調 整 前
四 半 期 純 利 益

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

（単位 ： 千円）

　　　　　　　　　 期　　別

　科　　目

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日

　  至 平成21年12月31日）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日

　  至 平成20年12月31日）

営 業 利 益

1.

2.

3.

4.

5.

6.

受 取 助 成 金

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

受 取 利 息

保 険 配 当 金 等

営 業 収 入

役員賞与引当金繰入額

役 員 退 職 慰 労 引 当 金
繰 入 額

そ の 他

営 業 支 出

一 般 管 理 費

役 員 報 酬
及 び 給 与 諸 手 当

営 業 総 利 益

賞 与 引 当 金 繰 入 額

営 業 外 収 益
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（３）継続企業の前提に関する注記

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

－ 8 －－ 8 －


